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◆ 地域協議会の単位について 

１．前提条件１．前提条件１．前提条件１．前提条件    

  ・小牧市全域で空白地域ができないようにすること。 

  ・誰もがわかりやすい単位にすること。 

  ・｢新旧住民の交流｣と｢世代間の交流｣の促進と助け合いの地域づくりが推進されるこ

とが期待できるようにすること。 

２．単位の種類２．単位の種類２．単位の種類２．単位の種類【【【【地域協議会制度方針より抜粋地域協議会制度方針より抜粋地域協議会制度方針より抜粋地域協議会制度方針より抜粋】】】】    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．３．３．３．結論結論結論結論    

  当初の前提条件を満たし、また、制度設計の際の様々な意見を集約した結果、地域協

議会の単位は小学校区を基本としている。 

４．課題４．課題４．課題４．課題    

  ①区長会の６地区(旧町村単位)との整合性 

②小学校区と区の境界の整合性 

③既存コミュニティとの整合性 

組織単位 メリット デメリット 

地区区長会 

（６地区） 

 

 

 

 

 

・地区区長会の単位であり、地区会長を

中心に既に組織化されている。 

・地域包括支援センターや民生児童委員 

など福祉関係の単位と概ね一致して

いる。 

・地区内に複数の学校が存在するため学校

との連携が図りづらい。 

・区をはじめ、老人会、子ども会などの既

存団体が多いため組織が大きくなる。 

・住民にとって範囲がわかりづらい。 

・範囲が広い。 

中学校区 

(９校区) 

・範囲が分かりやすい。 

・中学校との連携が図れる。 

・青少年健全育成会活動など、中学校区

を単位とした活動と連携しやすい。 

・南部・西部コミュニティの範囲と概ね

一致する。 

・区との境界が不一致。 

・学校区内の各地域で課題が異なる。 

・範囲が広い。 

・子ども会やスポーツ振興会など小学校単

位で活動している団体が中学校区単位に

分かれるなど参加しにくい。 

小学校区 

（16 校区） 

・区の次に広い範囲でわかりやすい。 

・小学校との連携が図れる。 

・子ども会やスポーツ振興会の単位と一致

する。 

・子どもを核に３世代が繋がる。 

・子どもが歩いていける範囲である。 

・地域福祉活動計画の単位と一致する。 

・区との境界が不一致。 

・南部・西部コミュニティが分割される。 

・学校区内の各地域で課題が異なる。 

複数の区 

・既存の区を中心に、区の境界に合わせ

て組織化できる。 

・区の判断で自主的につながる必要があり、

全市的な整合が図りにくい。 

・規模の大小の差が大きくなり、また空白

地域が生ずる懸念がある。 

区 

（129 区） 

 

 

小 

資料２資料２資料２資料２    



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


